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活力あふれる 住みよい長崎！
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ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
お
正
月
を
お

迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過

ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
、
長
崎
市
議
会
環
境
経
済
委
員
会
で

は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
か
ら
提
出
さ
れ
た「
長
崎

市
の
交
流
拠
点
施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）建
設
の
凍

結
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
」、
請

求
代
表
者
の
意
見
陳
述
、
参
考
人
へ
の
質
疑
、

理
事
者
か
ら
の
説
明
・
理
事
者
へ
の
質
疑
を

行
い
、賛
成
４
、反
対
５
の
反
対
多
数
で
否
決
、

本
会
議
に
お
い
て
も
、
議
長
を
除
く
記
名
投

票
の
結
果
、
賛
成
12
、
反
対
25
の
反
対
多
数

で
否
決
し
ま
し
た
。

  

住
民
投
票
条
例
の
審
査
！

　

住
民
投
票
条
例
の
審
査
で
は
、
凍
結
は
い

つ
ま
で
な
の
か
？
市
民
財
源
で
の
投
資
額
３
０

０
億
円
か
ら
４
０
０
億
円
の
請
求
者
の
根

拠
、
来
春
統
一
地
方
選
挙
を
迎
え
る
な
か
で
何

故
今
の
時
期
の
請
求
か
？
事
業
費
を
超
え
る

損
害
賠
償
請
求
な
ど
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

請
求
者
と
理
事
者（
長
崎
市
）の
意
見
に
つ
い

て
は
、
全
般
的
に
見
解
の
相
違
が
多
岐
に
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

請
求
者
か
ら
は「
ほ
と
ん
ど
の
市
民
は
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
が
何
か
を
知
ら
ず
、
市
の
財
政
は
厳
し

く
い
ま一
度
立
ち
止
ま
る
べ
き
」、
理
事
者
か
ら

は「
交
流
人
口
の
拡
大
で
雇
用
の
創
出
と
所
得

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
市
民
生
活
の
向
上

に
繋
が
る
」な
ど
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
住
民
投
票
条
例
に
は「
議
会

手
続
き
の
経
過
や
こ
れ
ま
で
議
会
の
な
か
で

十
分
議
論
を
尽
く
し
た
」、「
何
も
し
な
け
れ
ば

長
崎
市
の
経
済
・
活
性
化
は
衰
退
す
る
」、「
懸

念
さ
れ
る
課
題
を
一つ
ひ
と
つ
解
決
す
る
」な
ど

の
意
見
を
述
べ
、
記
名
投
票
で
は
委
員
長
報

告
に
賛
成
し
、
住
民
投
票
条
例
に
は
反
対
し

ま
し
た
。

  

２
０
１
９
年
大
型
事
業
が
形
に
な
る
！

　

２
０
１
９
年
は
、
長
崎
市
が
進
め
る
長
崎

駅
周
辺
の
整
備
、
交
流
拠
点
施
設
建
設
工
事

の
着
工
、
長
崎
市
新
庁
舎
の
建
設
、
県
庁
舎

跡
地
の
新
た
な
文
化
施
設
の
整
備
、
地
域
コ

ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
設
立
な
ど
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
を
つ
く
る
施
策
が
形
と
し

て
見
え
て
き
ま
す
。
今
後
と
も
、
住
民
負
担
に

ふ
さ
わ
し
い
税
金
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、「
ご
健
勝
・
ご
多
幸
」を
祈

念
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

寒
さ
厳
し
き
折
、
お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　

 

い
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う
え　
　

  

し
げ 

ひ
さ

　
　

長
崎
市
議
会
議
員　

井
上　

重
久

ヒルトン
長崎ホテル

長崎放送㈱

交流拠点施設（MICE）

2021年度併用開始を目指す交流拠点施設（MICE）イメージ

住
民
投
票
条
例
記
名
投
票

交
流
拠
点
施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）建
設
の
凍
結
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
否
決
！

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
昨
年
12
月
、フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ロ
ー
マ
法
王
が
２

０
１
９
年
冬
に
訪
日
の
意
向
を
示
し
た
ニュ
ー

ス
が
流
れ
た
。唯
一の
被
爆
国
で
あ
る
長
崎
・
広

島
の
被
爆
者
や
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
、多
く
の
関

係
者
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
だ
。１
９
８
１

年
２
月
雪
の
日
に
長
崎
を
訪
問
し
た
、故
ヨ
ハ

ネ
パ
ウ
ロ
２
世
以
来
２
度
目
と
な
る
。

　

昨
年
７
月
、「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」が
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
、法
王
来
日
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。被
爆
地
長
崎
か
ら「
核
兵
器
廃
絶
、平

和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
世
界
に
発
信
し
て

ほ
し
い
。

▼
長
崎
市
で
は
、こ
の
２
年
半
の
間
に
住
民

投
票
を
求
め
る
直
接
請
求
が
５
回
も
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
考
え
や
市
民
が
ふ
る

さ
と
の
将
来
を
思
う
署
名
数
を
重
く
受
け
止

め
、議
会
と
し
て
も
議
会
議
決
を
経
な
い
で
住

民
投
票
を
実
施
で
き
る
、制
度
新
設
に
つ
い
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　

な
ぜ
５
回
も
直
接
請
求
が
な
さ
れ
た
の

か
？
そ
の
要
因
を
考
え
な
が
ら
、議
会
活
動
の

な
か
で
反
映
し
て
行
き
た
い
。本
年
の
干
支
は

亥（
イ
ノ
シ
シ
）、「
猪
突
猛
進
」目
標
に
向
か
っ

て
、ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
進
し
て
い
く
、そ
ん
な
勢

い
の
あ
る
年
に
し
た
い
。

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

11
月
〜
12
月

1
月

1
月

第16回子どもゆめフェスティバル2018
（平成30年11月17日、県立総合体育館サブアリーナ）

第4回福田小学校区コミュニティワークショップ
（平成30年11月23日、福田小学校体育館）

びわっこ杯少年空手道勝ち抜き戦
（平成30年11月18日、長崎県立総合体育館）

長崎市戦没者追悼式
（平成30年11月1日、平和会館ホール）

関連労連長崎地連第22回総会
（平成30年12月14日、長崎地本労働会館）

平成30年長崎入港216隻目の
コスタ・ネオ・ロマンチカ

（平成30年12月13日、松が枝埠頭）
第6回マリナシティ自治会餅つき大会
（平成30年12月9日、マリナシティ管理棟前）

第20回福田ロードレース大会
（平成30年12月2日、長崎サンセットマリーナ）

クリーン作戦in稲佐山
（平成30年11月25日、稲佐山公園）

2019年（平成31年）干支の置物「イノシシ」
　この干支の置物「イノシシ（亥）」は、雲仙市小浜町の「よろこびの里」の皆さんが製作した
「猪突躍進」をイメージした作品です。干支の亥（イノシシ）は、十二支では最後の12番目、
猪突猛進という言葉で知られ、イノシシの特徴は勇気と冒険。縁起話は、猪の肉は万病を
防ぐと言われ、無病息災の象徴とされています。本年もご健康で幸多き年でありますように
ご祈念申し上げます。



補正総額約100億7,654万4千円（特別会計含む）、61の議案を可決・同意！補正総額約100億7,654万4千円（特別会計含む）、61の議案を可決・同意！補正総額約100億7,654万4千円（特別会計含む）、61の議案を可決・同意！
平成30年第4回定例会（11月議会）開催！

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

一
般
質
問（
要
旨
）

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策

特
別
委
員
会（
総
括
質
疑
）

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策

特
別
委
員
会（
総
括
質
疑
）

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策

特
別
委
員
会（
総
括
質
疑
）

◆
が
ん
ば
ら
ん
ば
長
崎
市
応
援
寄

附
推
進
費

…

１
億
７
３
９
万
９
千
円 

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り

実
施
し
て
い
る「
が
ん
ば
ら
ん

ば
長
崎
市
応
援
寄
附
金
」の
受

入
額
の
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
返
礼
品
等
に
係
る
経
費
を

増
額
す
る
も
の
。

◆
文
化
施
設
整
備
事
業
費 

ブ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル…

５
，２
０
０
万
円 

　

台
風
第
25
号
の
強
風
に
よ
り

外
壁
タ
イ
ル
の
一
部
が
剥
離
し

た
こ
と
か
ら
、
事
故
防
止
の
た

め
全
館
の
外
壁
タ
イ
ル
の
点
検

及
び
補
修
を
行
う
経
費
を
増
額

す
る
も
の
。

◆
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
金 

…

20
億
２
，０
０
０
万
円

環
境
経
済
委
員
会
報
告（
要
旨
） 

12
月
６
日
〜
10
日

　

地
域
振
興
に
資
す
る
民
間
投

資
を
支
援
す
る
た
め
、
民
間
事

業
者
に
無
利
子
資
金
の
貸
し
付

け
を
行
う
も
の
。

◆
国
指
定
重
要
文
化
財
旧
長
崎

英
国
領
事
館
整
備
費

…

６
億
４
，５
０
０
万
円

〈
所
管
事
項
調
査
〉

g

長
崎
市
野
母
崎
高
浜
海
岸
交

流
施
設
の
指
定
管
理
者
の
更

新
の
方
針
に
つ
い
て
、
仕
組
み

を
見
直
す
。

g

「
あ
ぐ
り
の
丘（
四
杖
町
）」の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
従

来
の「
農
業
体
験
施
設
」か
ら

「
子
ど
も
の
遊
び
場
」へ
転
換

し
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
な
ど

　

平
成
30
年
第
４
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
は
、
来

年
度
中
に
全
市
立
小
中
学
校
に
設
置
予
定
の
空
調
設
備
関
連
費
な
ど
一

般
会
計
補
正
予
算
89
億
９
，３
８
３
万
６
千
円
や
、
介
護
保
険
事
業
な

ど
特
別
会
計
補
正
予
算
10
億
８
，２
５
７
万
５
千
円
、
公
営
企
業
会
計

補
正
予
算
13
万
３
千
円
の
総
額
１
０
０
億
７
，６
５
４
万
４
千
円
が
上

程
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
で
は
、「
長
崎
市
の
交
流
拠
点
施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）建
設
に
凍

結
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
に
つ
い
て
」は
、
議
長
を
除
く
記
名
投
票
の

結
果
、
賛
成
12
、
反
対
25
の
反
対
多
数
で
否
決
、
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た「
長
崎
市
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
案
」

は
、
条
例
施
行
日
を
11
月
か
ら
来
年
３
月
に
変
更
す
る
な
ど
し
て
修
正

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
そ
の
他
の
給
食
の
実
施
及
び
学
校
給
食
費
の
徴
収
、

被
爆
樹
木
の
保
存
整
備
事
業
費
補
助
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
基
金

設
置
、
長
崎
原
爆
資
料
館
の
管
理
に
つ
い
て
指
定
管
理
制
度
を
導
入
す

る
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

◆
基
金
積
立
金　
ク
ス
ノ
キ
基
金

…

４
５
０
万
３
千
円

　

福
山
雅
治
氏
が
ホ
ー
ム
ペー
ジ

や
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
呼
び
か
け
、

全
国
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
㈱

ア
ミ
ュ
ー
ズ
を
窓
口
と
す
る「
ク

ス
ノ
キ
基
金
」が
、
本
市
に
寄
附

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
設

置
す
る「
ク
ス
ノ
キ
基
金
」に
積

み
立
て
る
も
の
。

◆
高
齢
者
施
設
開
設
準
備
費
補
助
金

…

２
，２
３
５
万
６
千
円

　

高
齢
者
施
設
開
設
準
備
経
費

の
一
部
に
つ
い
て
、
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
及
び
認

知
症
対
応
共
同
生
活
介
護
事
業

所
分
を
助
成
す
る
も
の
。

◆
高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所…

…
…
…

６
，４
０
０
万
円

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
の
施
設
整
備
に
対
し
助

成
す
る
も
の
。

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

事
業
所…

…
…

３
，２
０
０
万
円

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
事
業
所
の
施
設
整
備
に
対
し

助
成
す
る
も
の
。

◆
長
崎
被
爆
体
験
者
支
援
費

…

８
，７
１
２
万
６
千
円

　

入
院
に
係
る
医
療
費
の
増
加

等
か
ら
当
初
の
予
定
を
上
回
る

医
療
費
に
つ
い
て
増
額
す
る
も

の
。

◆
小
・
中
学
校
校
舎
等
維
持
補
修
費

…

１
，１
３
７
万
４
千
円

　

平
成
31
・
32
年
度
に
外
壁
改

修
工
事
等
を
予
定
し
て
い
る
市

立
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
外

壁
等
仕
上
塗
材
の
石
綿
含
有
の

有
無
を
調
査
す
る
た
め
の
経
費

を
増
額
す
る
も
の
。

・
調
査
箇
所　

中
学
校　

５
校

・
調
査
箇
所　

小
学
校　

９
校

◆
小
・
中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業
費

…

42
億
８
，２
１
０
万
円

　

市
立
小
学
校
の
普
通
教
室
及

び
理
科
室
・
音
楽
室
等
の
特
別

教
室
に
空
調
設
備
を
整
備
す
る

も
の
。

・
対
象
校　

中
学
校

38
校

・
対
象
校　

小
学
校

60
校

・
事
業
期
間　

平
成
30
〜
31
年
度

29
地
区
、
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
地

区
が
30
地
区
あ
り
、
そ
の
理
由
と

し
て
は「
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著

し
く
協
議
会
の
設
立
が
困
難
」「
地

区
内
の
自
治
会
の
８
割
以
上
が
加

入
と
い
う
協
議
会
の
認
定
要
件
が

厳
し
い
」な
ど
地
区
に
よ
っ
て
様
々
で

あ
る
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
設

立
困
難
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
区
の

実
情
の
把
握
や
人
材
の
掘
り
起
こ

し
等
を
内
容
と
す
る
詳
細
な
支
援

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
担
当

職
員
に
よ
る
重
点
的
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
行
く
。

質　

問
：
市
職
員
の
地
域
活
動
の

参
加
は
？

回　

答
：
職
員
が
地
域
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
で
市
民
起
点
の
考
え

方
が
身
に
つ
く
こ
と
、
公
務
を
通

じ
て
の
知
識
や
経
験
が
地
域
活
動

に
生
か
さ
れ
る
場
面
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

現
在
の
取
組
み
は
、
新
規
採
用

職
員
を
中
心
に
、
地
域
活
動
へ
参

加
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め

の
地
域
活
動
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の一
員
と
し
て
地
域
活
動

に
関
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
、
機
会
を

捉
え
て
呼
び
掛
け
て
行
く
。

質　

問
：
基
幹
製
造
業
の
諸
課
題

へ
の
対
応
は
？

回　

答
：
長
崎
地
域
の
基
幹
製
造

業
４
社（
三
菱
重
工
、Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
、

三
菱
電
機
、Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
取
り
巻

く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
基
幹
製
造
業
４
社
の

２
０
１
７
年
度
生
産
額
合
計
は
、

10
年
前（
２
０
０
８
年
度
）の
５
，１

６
０
億
円
と
比
較
し
て
、
１
，１
６

４
億
円
減
の
３
，９
９
６
億
円（
▲

22
・
６
％
）と
な
っ
て
い
る
。

　

地
元
中
小
企
業
は
大
手
企
業
の

受
注
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
事
業
の
多
角
化
や
生
産
性
向

上
を
進
め
る
こ
と
で
、
経
営
基
盤

の
安
定・強
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
の
生
産
性
の
向
上
を
進
め
る
た

め
、
今
後
３
年
間
を
集
中
投
資
期

間
と
し
て
、
中
小
企
業
の
機
械
設

備
等
の
更
新
に
対
し
、
財
政
・
金

融
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

質　

問
：
基
幹
製
造
業
へ
の
長
崎

市
・
長
崎
県
等
の
支
援
は
？

回　

答
：
長
崎
市
で
は
、
年
平
均

３
％
以
上
の
労
働
生
産
性
の
向
上

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
償
却
資
産
に
か
か
る
固
定
資

産
税
を
３
年
間
ゼ
ロ
に
す
る
税
制

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
地
元
企
業

の
設
備
投
資
を
促
す
こ
と
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
企
業
の
経
営
力
強
化
の

支
援
」と
し
て
、
技
術
・
技
能
の
継

承
を
図
る
た
め
、「
長
崎
地
域
造
船

造
機
技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
」や「
長
崎

工
業
会
」が
実
施
す
る
技
能
者
の
人

材
育
成
を
支
援
し
て
い
る
。

質　

問
：
造
船
・
造
機
分
野
の
技

術
を
活
か
し
た
海
洋
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
へ
の
対
応
は
？

回　

答
：
海
洋
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る

造
船
業
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
転

用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
市
と

し
て
も
新
た
な
成
長
が
期
待
さ
れ

る
重
要
な
産
業
の一つ
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
。

　

海
洋
産
業
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

造
船
業
、
流
通
業
、
水
産
業
、
レ

ジ
ャ
ー
産
業
だ
け
で
な
く
海
洋
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
多
様
な
産
業

が
あ
り
、
相
互
連
携
に
よ
る
複
合

的
な
産
業
の
場
、
研
究
の
場
と
し

て
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
、

そ
の
振
興
に
向
け
て
長
崎
市
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
、
し
っ
か
り
見

極
め
た
い。

　
「
新
分
野
進
出
の
支
援
」と
し
て
、

海
洋
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
新
事
業
へ
の
進
出
に
つ
い
て
、

可
能
性
調
査
や
人
材
育
成
な
ど
に

要
す
る
経
費
を
支
援
し
て
い
る
。

質　

問
：
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡

協
議
会
設
立
に
向
け
た
地
区
の
状

況
は
？

回　

答
：
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
６

地
区
が
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
基

づ
く
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
し
く
み
の
立

ち
上
げ
に
お
け
る
課
題
の
抽
出
や

市
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
る
。
協
議
会
設
立
の
た

め
の
準
備
委
員
会
設
立
済
み
地
区

は
12
地
区
、
準
備
委
員
会
設
立
に

向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
地
区
が

◆
観
光
施
設
災
害
復
旧
費

　
現
年
度
災
害
分…

２
，４
０
０
万
円

　

平
成
30
年
９
月
１
日
の
落
雷

に
よ
り
被
災
し
た
市
有
施
設
を

復
旧
す
る
も
の
。

・
稲
佐
山
山
頂
展
望
台
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
設
備
等…

２
，０
０
０
万
円

・
稲
佐
山
光
の
ト
ン
ネ
ル

…

４
０
０
万
円

第4回福田小学校区
コミュニティワークショップ

地域づくり・人口減少対策特別委員会


